
 

日産厚生会佐倉厚生園病院を受診された患者さまへ 
 

当院では下記の臨床研究を実施しています。本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を

研究目的に利用または提供されることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にご連絡下さい。 

 

研究課題名 在宅復帰に向けた回復期リハビリテーション病棟における服薬自己管

理評価チェックリスト導入の効果 

当院の実施責任者 （所属）医療技術部薬剤科 

（氏名）永井麻紀 

他の研究機関および各施設の

研究責任者 

該当なし 

研究の目的  当院回復期リハビリテーション病棟では、退院後も患者さんがご自

宅で安全にお薬を飲み続けられるよう、入院中から服薬自己管理の支

援を行っています。 

 これまでの当院での調査では、独居または日中独居で自宅退院され

る患者さんにおいて、服薬自己管理の支援開始が退院に近い時期とな

ることが多く、十分な練習期間を確保できていない可能性が示されま

した。 

 そこで当院では、服薬自己管理の可否を早期に評価し、多職種で適

切な支援につなげるため、「服薬自己管理評価チェックリスト」を用

いた支援体制を導入しています。 

 本研究は、この支援体制の導入前後を比較し、退院時の服薬管理状

況や服薬自己管理に関する安全性にどのような変化がみられたかを明

らかにすることを目的としています。 

研究の方法  本研究は、当院回復期リハビリテーション病棟に入院された患者さ

んを対象として、診療録等に記録された既存情報を用いて行う後ろ向

き観察研究です。研究のために新たな検査や治療を追加することはあ

りません。 

 当院では、回復期リハビリテーション病棟に入院された患者さん全

員に対して、「服薬自己管理評価チェックリスト」を用いて、入院時

およびその後 2 週間ごとに服薬自己管理の可否や服薬管理レベルの評

価を行っています。 

 本研究では、この支援体制の導入前後を比較し、主に独居または日

中独居で自宅退院された患者さんを対象として、退院時の服薬管理状

況、1 日渡しまたは 1 週間渡しで退院された患者さんの割合、1 日渡

し開始から退院までの期間、1 週間渡し開始から退院までの期間、な



らびに服薬自己管理に関連するインシデント報告の状況を調査しま

す。 

 研究に用いる情報は、個人が特定されないよう匿名化したうえで適

切に管理します。 

対象となる方 導入前の対象期間である 2023 年 4 月 1 日から 2024 年 3 月 31 日に当

院回復期リハビリテーション病棟を退院した患者 201 名、および導入

後の対象期間である 2024 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日に当院回

復期リハビリテーション病棟を退院した患者 428 名 

調査期間 西暦 2026 年 4 月 1 日～2029 年 3 月 31 日 

使用する情報・試料 服薬自己管理評価チェックリスト 

 

個人情報の取リ扱い 本研究に係るすべての研究者は、「ヘルシンキ宣言」「人を対象とする

生命科学・医学研究に関する倫理指針」ならびに「個人情報保護法」

を遵守して実施する。研究実施に係る試料・情報を取り扱う際は、研

究独自の番号（研究対象者識別番号）を付して管理し、研究対象者の

秘密保護に十分配慮する。また、研究の結果を公表する際は、氏名、

生年月日などの直ちに研究対象者を特定できる情報を含まないように

する。また、研究目的以外に研究で得られた研究対象者の試料・情報

を使用しない。 

 

試料/情報の他機関への提供

有無、および提供方法 

該当なし 

本研究の資金源（利益相反） 本研究に関し、開示すべき利益相反関係にある企業等はありません 

お問合せ先 公益財団法人日産厚生会佐倉厚生園病院 

（所属）医療技術部薬剤科 

（氏名）永井麻紀 

（電話番号）043-484-2161 

備考  

 


